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万
人
心
室
隊
と
筈
官
）
を

7 

マ
ヴ
闘
う
の
鎮
圧
主
で
に
イ
ギ
j

ス
は
太
平

投
入
L

：
ね
ば
江
口
ず
、
植
民
地
国
家
予
算
の
約
阿

1
Dに
あ
十
一
手
J
F
仔
の
戦
費
は
防
相
民
地
税
廿
を
圧
迫
L
、
ケ
ニ
ア
蝕
立
へ
の
吉
山

ν近

づ
い
た
っ
up紀
に
は
い
っ
た
現
有
に
お
い
て
も
、
中
i
時
心
資
制
引
が
定
ヘ
ヱ
公
持
3
れ
と
い
な
い
ー
～
め
、
絞
に
析
事
実
が

wh，
か
に
ム
ザ
Q

か
も

L
’れな
J
h
I

、
グ
ウ
マ
ウ
冴
／
引
の
街
単
な
「
似
品
ノ
で
あ
る
u

紙
悩
の
渇
係
で
、

イ
ギ
り
ス
刀
一
植
民
泊
段
川
止
な
ど
、

J

、ノヴ〈
17
川dw

－
r

v

1

F

叩
F

下
に
し
に
る
い
佳
史
を
訂
し
く
込
べ
る
一
一
と
は
山
山
米
な
レ
が
、
小
訟
で
内
径
と
し
た
い
こ
と
は
、
こ
の
マ
ウ
マ
ウ
田
町
予
の
詳
悩
で
あ
る
－

r

主
リ
λ
みは

九
半
ハ
）
午
代
か
ら
マ
ウ
マ
ウ
問
問
中
を
一
光
担
が
え
い
り
し
た

EP目
的
な

都
心
一
ア
ロ
リ
ス
戸
に
よ
る
暴
J3
一
と
い
EdJ

占「y
p

－3
A

L

」i
y

ノフヘテ

J

T

L

J

勺ノ，
w

、J
1
y

一、ノ事之、
1
H
h

i
－－

4
一

I

K

1

t

J

↑

V

－
E

－G
U
写
L
I
L
i

一
ア
っ
と
の
戦
い

果
た
し
て
そ
4
だ
ヲ
つ
う
か

マ
山
ノ
て
ウ
駁
争
の

ザ－、
1r
のつよれ

計
百
主
、

日
f
i
i
l
u

誌
の
ー
リ
仏
市
川
に
7
コJ
て
い
る
か
で
全
く
民
ハ
な
る
も
の
と
と
る

約
円
ち
が
続
牲
と
な
っ
た
と
い
わ
由
る
白
人
経
災
者
に

h

止で湘、

と
っ
て
は
h

凶
作
ヱ
ー
ふ
り
の
生
〈
可
、

バ
ー
活
平
川
川
依
制
聞
を
た
か
す
｝
デ
ノ
口
り
ス
ト
朱
刊
の
暴
挙
に
他
hu
？
？
か
っ

h
u
i人
い
税
見
者
戸

•; 

／、

（
引
刊
に
キ
ヶ
コ
人
）

ア
フ
リ
カ
人
に
に
よ
明
L
Y

キ
り
ス
ト
款
を
、
も
た
ら

か
っ
ト
地
な
取
り
i
げ

f
こ
と
へ
の
手
生
成
ー
と
ど
な
く

「
こ
と
が
れ
人
に
認
サ
ム
J

れ
た
沖
の
出
、
〕
任
、
ご
）
考
え
て
い
た
c

行
人
と
同
じ
く
れ
ヅ
ケ
7

ト
と
さ
れ
た
口
イ
ヤ
j
ス
ト

死
者
数
は

約
了
八
日
人
と
さ
れ
る
）
に
と
っ
て
も
、

7
J勺
マ
ァ
闘
月
1
4

は
公
批
判
で
し
か
位
、
か
「
介
だ
ろ
う
「
闘
争
一
一
始
役
い
公
刊
さ
れ
た
p
l
七
1

け
ス

側
の
限
古
事
川

（

4
C
凶勺｛え「一切戸｛）
AZ－－（））弘】

Y

ウ
マ
ウ
闘
勺
を
郡
山
弘
一
で
伶
ぷ
的
な
ブ
口
行
為
、
亡
し
て
ぬ
っ
て
い
る
ラ
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こ
の
上
う
ほ
イ
よ
り
ス
流
む
見
ん
が
ま
だ
夜
J
J

て
い
る
と
と
は
、

C
C
玄
f
に
発
行
さ
れ
た

一時
C
本
に
ん
は
4

十
づ
る
反
応
を
み
て
も

よ
く
わ
か
る
ア
／
ダ
i
ソ
／
は

マ
ウ
マ
ウ
闘
争
切
り
政
判
「
記
録
な
山
市
町
ん
し
し

札

μ
定
か
ら
百
八
手
ま
で
に

f
人
以
ト
が
処
刑

へ
ャ
略
的
判
引
川
）

さ
れ
た
こ
と
そ
不
し

ン
ー
ロ
｛
凶
作

R
Cロ
ε

阿｛）
C
P
M
V
）
お
叶
リ

N
3
H
）、

」
ル
キ
ン
ス
は
、
生
存
者
ヘ
心

f
ン
夕
、
γ
ュ
i
か、り、

ギ
リ
ス
が
汗
っ
た
伐
点
な
拷
問
ゃ
及
刊
な
し
の
拘
汚
な
と
の
恭
カ
ヰ
」
明
ら
か
に
、
以
去

i
一ハ
N
M

人
か
、
三
三
万
人
ζ

推
定
さ
れ
る
拘
刈
円

ヌ？

以
容
干
九
l

ン
ァ
ド
移
さ
れ
た
キ
ク
ユ
人
は

亡
で
あ
わ
ノ
イ
ギ
リ
ス

の
i

寸
々
斗
人
会
一
人
一
の

一り

し
た
キ
今
工
人
は
数
万
人
に
の
は
る
ぐ
い
う
新
L
い
数
十
予
不
さ
れ
て
い
る
〈
一
、
一
r三
♂
ほ
と
♂
℃
出
F
E
F
2
±
ハ
キ
ク
ユ
人
議
柱

斗
（

U

刀
人

石
川
J
L
U
H

小
公
式
お
表
戸
。
り
も
は
る
か
に
多
か
っ
た
こ
と
に
中
え
、
「
人
遣
に
討
す
る
罪
」
を
イ
ギ
ス
J
4
1

も
ケ
ニ
ア
で
行
っ
て
い
f

ニ

ζ

に
刻
一
と
Q

衝
年
が
、
こ
れ
ら
川
り
本
に
対
す
る
古
田
許
ひ
ら
も
読
J
J
／
）
れ
る
。

に

は

ァ
側
は
マ
ウ
マ
山
2

九
に
ど
う
況
え
て
い
る
の
ど
ろ
司
カ

一、日ハミニ｝
p
y

じ、

l
y
一
／
ノ
J

L

J

〉
一
じ
司

i
ヨ一

ノ
ノ
一
J

f

j

！
日
い
－

f
i
v

－－ノい「「伊
1
1
J
J
ω
rト
71口

ウ

5
3
U
）
古
出
版
し
入
、
一
と
に
よ
り
、
ノ
ピ
リ
ス
夜
間
と
は
叩
異
な
る
見
併
が
去
妓
’
一
ド
に
山
て
き
た
〈

γ
内
マ
ム
リ
の
践
し
ぼ
一
「
F

口
リ
ス
？
で

は
な
く
、
岐
民
地
解
紋
問
問
L
し
に
と
ど
っ
新
し
レ
阿
川
釈
が
管
場
L
た
正
で
z
のる
G

〆

品

、

L
刀
1
」

う
一
一
ア
ヨ
ん
d

で
も
、
す
く
に
こ
の
併
釈
が
1
え

持
さ
れ
に
わ
け
℃
は
な
か
っ
た

初
代
ー
介
、
統
片
山
と
な
っ
た
ケ
ニ
ヤ
ァ
タ
も

位
め
て
政
ム
叫
ん
い
，
G
埋
止
で
、
公
式
心
場
で
づ
イ
ム
け
マ
ウ
を
評
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的
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よ
う
と
は
L
な
か
う

一九

K
G午
代
か
ら
八
ご
年
代

ウ
一
一
ア
の
歴
史
学
会
で
ト
人
論
争
と
d
q
J
一

マ
ウ
マ
ウ
心
佐
川
前
づ
け
は

に
、
学
会
の
世
絵
JUι

台
U
N
K
走山首一子者

' μふe

A31】
｝
］

E
回
目

C
2
5者
附
い
印
旨
5
ピ
ユ
ズ
「

E
日）一

C
Kど
）
が
、

i
地
と
内
佐

の
叩
附
凡
肢
を
k
張
し
た
の
は
「
ケ
ニ

γ
人
」
全
体
で
は
h
b
／
＼
ピ
／
ト
↑
ノ
ル
に
肘
い
し
に
い
る
ー
キ
ク
コ
人
で
あ
り
、
周
辺
り
日
人
民
ば

マ
ノ
マ
ワ
闘
与
を
正
行
乙
て
い
な
い
と
反
抗
、
了
人
v

ざ
り
に
、
犯
J
L
伐
に
政
J

れ
の
実
権
今
、
撮
っ
と
キ
ク
コ
人
UJ
自
分
た
も
の
正
－
性
を

江
川
刊
す
る
た
め
い
マ
7

7

7
今、泣
x
J

闘
争
と
付
置
づ
け
よ
弓
と
し
E
Lい
る
と
ム
張
山
、
自
分
子
一
ち
の
、
土
張
に
一
村
抗
ゲ
る
午
ク
寸
一
人
心
umL

ん
（
今
の
マ
イ
」
J

・
ワ
・
キ
一
ャ
つ
f
や
干
ク
ユ
人
作
家
グ
ギ
・
ワ
e

、
ン
オ
三
プ
レ
町
、
激
1

）
く
非
軒
町
L
た
戸

（

4
］

C
戸
】

m
H
M
J

出
量
）

y

h
出
品
（
）
＼

ο
前
以 1 
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マ
ウ
マ
ウ
院
予
は
土
地
を
イ
止
に
ソ
ス
か
ら
介
一
戸
人
心
手
に
取
η
一隠す
J

砕
け
双
山
抗
争
て
↑
め
っ
た
と
。
一
下
仮
L
に
か
ら
て
ゐ
る
い
ん
ソ

ヤ

γ
タ
り
跡
を
継
い
ピ
モ
ィ
J
i

政
権
い
で
は
、
波
数
政
党
制
導
入
絞
の
大
統
領
選
挙
で
マ
町
マ
内
闘
争
、
り
川
問
題
が
持
ち
出
主
れ
、

校
近
の
ア
ア
J
カ
研
究
で
は
、
当
事
者
の
「
h

日
一
り
を
亘
夜
、
〆
て
お
一
り
、

V

ウ
マ
ウ
悶
小
山
川
光
に
お
L
て
も
、

、ノ

、
) 

J、
j九

fr 
j白
J或
て
、－

1: 
コ

アニ

〆

卜
結

果仏、
r 

j 
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モ
イ
白

身

マ
ワ
マ
ウ
闘
ヒ
ナ
ピ
詳
川
叫
す
る
箔
説
ピ
し
て
い
る

ho（）ぺ
Y
℃一
ω
に
お
H
N
3
N
一つ

」
一
」
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス

（
植
民
川
政
府
）

の
見
解
、
以
J
A
の
市
川
完
売
ー
の
一
日
凡
州
中
、
ケ
ニ
ア
の
政
治
家
と
州
究
長
↓
の
見
解
を
み
亡
き
た
、

E

f
刊
文
か
、
り
詳
細
長
悩

慨
を
円
仔
い
て
い
る
ハ

L
か
仁
、
な
か
以
か
沿
っ
て
7h
ら
え
な
い
声
も
あ
る
ロ
筆
か
一
の
清
食
池
で
め
る
北
来
州
ガ
ペ
ソ
ソ
汁
原
（
池
川
凶
1
参

羽
）
に
住
九
日
リ
ノ
マ
人
生
戸
の
川
か
な
い
民
民
心

手

3
7
D
口
、
、
人

ufl」十↓て

J

f
、、い
d

ア匂叶川ノノ寸
h

一
1
t

マ
ウ
γ
内
問
争
が
ノ
マ
リ
人
心
一

4
き
る
ル
i
ッ
ー
こ
は
る
か
い
y

う
か
zぜ
υ
考
え
て
外
～
い
n

周
辺
部
の
占
ノ

ア
〆
ケ
！
？
調
査
の
対
象
地
と
は
っ
た
ケ
一
一
ア

4
北
口
取
部
川
川
ガ
リ
ソ
片
町
市
は
、

ソ
マ
リ
人
の
辺
住
地
域
で
あ
る
t

ガ
リ
吋
吋
の
ソ
マ

U
J
人
は
ソ
マ
リ
札
口
一
一
り
誌
と
し

取
ア
プ
リ
一
一
心
り
ン
カ
づ
ラ
シ
カ

一
、
地
域
主
流
一
ι
川一

で
為
る
ス
ワ
ヒ
リ
一
け
を
話
せ
る
人
は
ι
l
数
以
卜

ケ
－
ア
の
公
川
古
河
で
あ
る
究
活
乞
健
一
す
る
zへ
は
ち
ら
に
少
な
い
コ
独

υ
時
に
は
、
ケ
二
ア
で
は
と
く
、

ソ
マ
り
ア
心
一
部
と
し
て
独
げ

す
る
こ
と
な
希
望
し
た
地
減
で
為
る
に

f
ス
ヲ

i
ム
心
孜
、
ズ
UV
」
寸
り
、
手
法
川
は
ら
く
で
、

ルル羊、

vーな
J

C
澄
牧
J

／
」
王
と
ず
る

的
沼
地
帝
て
あ
ゐ
が
、

タ
ナ
川
流
域
で
は
農
耕
も
可
倍
℃
あ
る

戸
曲
戸
川
＃
析
に
ハ
記
事
し
て
い
る
の
は
他
氏
改
コ

植
民
地
時
代
か
、
い
J
M在
ま
で

政
信
問
・
山
p
h
A

治
的
に
疎
外
停
の
一
悩
い
池
山
内
で
あ
る

P

一

寸
4
U
〉

l
h

一
九
八
日
一
年
に
は
、

政
府
室
に
ふ
コ
て
、

数
百
人
が
出
品
有
さ
れ
た
じ
住
民
は
よ
だ
に
虐
殺
の
型
自
主
担
前
し
て
い

L
3
〕
、
政
ャ
H
か
ー
つ
の
謝
罪
vpu
術
品
目
も
な
い
と
の
ご
と
で
あ
る

Pー
ノ

ア
政
討
の

H
U？
を
握
る
込
ク
ヱ
日
人
が
J
I
心
と
な
っ
七
マ
ウ
マ
」
ノ
闘
争
は
、
政
府
t出
γ

に
よ
る
犬
伝
殺
を
い
吐
険
1

）
た
ず
J

ッ
サ
の
人
々



〈
じ
む
い
士

l
月
か
ら
二

ccfr仙
一
二
月

rmγ
げ
て

ハ
け
に
協
ハ
ハ
一
七
止
め
て
ア
／
う

i
ト
詞
ム
下
む
れ
ど
乙

に
ど
の
よ
う
に
う
つ
っ
て
い
る
の
か
こ
の
こ
と
を
知
る

7
め
に

ゲ
り
ッ

t
T
P沿い問、
h

杭
山
一
ト
十

（
初
生
？
数
J
司

）

が

で
あ
る
の
で
、
ア
プ
ケ
v
t
ト
用
紙
は
革
、
誌
と
ス
ワ
ド
リ
治
ゼ
作
成
し

（
資
料
↓
し
）
資
料

zb孔参

も
兆
円
四
に
多
い
じ
こ
の

昭
二
、
必
変
で
あ
れ
ば
刈

G
O
ス
タ
ノ
ブ
に

M
l勺方
V
C
も
ら
っ
と
助
手
の
7

7

1

人
に
通
訳
・
代
筆
主
依
頼
「
J

し
凶
持
さ
の
い
前
作
地

ぬ
（
）
（
）
ア
コ
日
ロ
ソ
Y

ノノ

地一冗
N
U

判

L
U
P
J
C
二
刻
の
生
徒
も
、
ム
ム
は
が
卒
止
一
字
、
き
る
わ
け
ノ
で
け
じ
な
い
。
ヰ
退

ケ
ト
河
川
存
話
は

じ
じ
人

て
ノ
マ

J
人）

4住

人

で；主
あ 1ふ
るICノJ
＂、

「1下
人え 3つ

量る
l主

九
い
年
代
均
守
に
ず
る
こ
と
が
、
初
の
け
燃
で
あ
っ
三
日
小
、
議

は
ガ
リ
ッ
村
山
町
セ
〆
ト
一
ワ
ル
市
ゆ
と
、

字
d
十
の
向
山
政
こ
、

～三一十
J

、4
ノ
マ
J

A
土
」
＋
」
小
、
よ
2

2
J
1
上
v

L

T

こ

l
f
J
v

ア
ン
う

i
f
へ
の
撤
息
域
（
特
に
年
配
心
女
性
）
広
明
か
ノ
た
ト
、
め
、
凶
作
者
の
庁
片
山
ζ

男
た
沈
は
、
衣
2
t～
不
し

ア
】
ふ
う
に
な
3

た
U

ア
プ
ケ

i
f一
一
明
司
は
資
料
1
2資
料
2
刀
直
り
で
忘
る
。

v
」
へ
J

、ヂ
l
」

L
j
ν

、ー：
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去っ
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小
午
前
の
判
ν
れ
で
あ
る
ー
マ
ウ
マ
ウ
抗
争
心
計
削

一
七
七
人
全

［

F
h
の
回
答
宮
崎
引
し
た
レ
U

質
問
2
に
汁
す
る
川
出
火
円
で
は

マ
ウ
マ
ワ
窃
下
ー
を
刻
J
J

て
い
る
一
「
久
J
え
た
人
が
、

市
力
件
八
匹
入
、

ル
弘
性
I
4
九
人
に
い
μぺ
し
、
ー
知
ら
公
い

答
え
た
E

へ
が

ヲ7
泣

マ
ケ
一
：
ノ
J
T
P
こ

、

I

F

－

－

d

i

火
性
一
八
人
で
め
っ
た

へ凶
I
J〔

人

つ
い
亡
、
り
利
助
手
作
ι
『
ザ
ね
る
と

1
4
円’
w
h

的

女
性
什
j
i
l
l
－j

人

刀
佐
七
i

ハ
人

「
仁
川
｛
記
的
同
叱
」
ぷ
、
男
柱
二
人
、
久
性
人
、
「
を
の
他
」
が
、
労
位
り
人
、
女
七

八
人
で
あ
っ
た
（
凶
2
て、

阿
2
に
明
つ
か
な
よ
う
ド

九
フ
マ
ウ
闘
う
を
独
立
闘
争
L
Y

考
子
ゐ
人
が
、
男
性
九

八

U
U
W
A
、
女
件
八
hvkJ

へ
与
」
体
一
に
は
八
八
叫
一

誠一六
z
bの
初
日
寸
止
む
干
斗
J

J

I

J

二
、
、

ず
一
！
け
O
L
占
υ

/' 
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内

χ

＊
＊
ι

J
V

本

ネ

コ

ホ

＊

1

0

0

 

日

O
日

U

G
ワ

以lit

G:1ft 

71イに

表

3
は、

K
A
u
r知
っ
て
い
ま
す
か
っ

と
い
う
賛
同
l
に
吋
す
る

F
答
で

あ
る

K
主

γ一
と
は
、
ケ
一
ア
・
ア

yη
カ
人
同
盟
の
こ
じ
〆
で
あ
り
、

パ
凶
川
ι

に
が
一
枕
さ
れ
た
最
終
は
棋
は
大
多
数
の
弐
京
を
代
長
す
る
政
的
を
作
る
ご
と
で

あ
っ
た
が
、
武
装
闘
与
を
通
じ
て

f
ギ
リ
ス
の
情
対
帥
：
丈
配
を
引
嶺
「
る
こ
と
さ
は

な
か
っ
わ
c

イ
ギ
）
え
人
が
マ
ウ
マ
ワ

t
呼
ん
で

ιいれ
z
y
J

？
む
の
は
、
亦
民
一
万
闘
与
を

川円指
L
r
k
A
U
で
は
』
引
く
、
戦
闘
的
な
K
A
U
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
一
っ
て
結
成
さ
れ

た
相
府
議
で
あ
れ
、
そ
の
戦
闘
出
隊
山
川
、
伎
に
「
ケ
二

γ

地山
μ
尚
早
阜
、
ニ
も
つ
け
、
J

れ
k
o
h
l
t
だ
し
、
植
民
地
政
別
は

マ
ウ
マ
ウ
却
争
の
釘
訳
者
乙
し
て
、

ウ

,, 

ノ

タ
イih

K
A
U
の
桁
導
者
JY沃
LMー
で

V
G

表
4
は
、
質
問
1
で、

K
A
U
を
如
、
二
」
十
い
司
る
と
衿
え
た
M

問
答
者
に
、

K
A
干
の

市
象
に
つ
レ
ザ
ヘ
ヤ
一
字
、
も
ら
っ
h
J

結
果
宮
、
ほ
右
前
lv象
J
古
川
必
やJ
湘
象
に
分
け
た

結
来
十
不
し
え
も
れ
で
忘
る
つ
「
主
性
E
C紘
一
に
は
、
－
以
リ
石
な
ど
事
実
を
列
以
子

L
P
J
回
h
λ
J
E
い

は
、
一
員
同
2

「
y
y
一
マ
ワ
悶
予
を
知
っ
て
い
ま
す
か
じ
川
ナ
る
同
品
八
円
で
あ

る
わ
表
6
は

マ
ウ
マ
ウ
闘
争
ア
川
つ
て
い
る
と
衿
え
介
凶
答
告
に
、

マ
7
ノ

、

7
ノ
司

w

－

v

？

i
E
 

予
の
印
象
会
一
聞
き
、
ゆ
一
の
げ
ん
叩
突
す
肯
定
的
印
日
本
と
否
定
的
市
象
ド
分
け
た
一
日
wv八
三
あ

る
、
「
男
性
そ
の
他
は

ノ
f
l
J

＼べ
J

プ

J

J

R
刊

二

J
コ
〉
♂
ド
A
2

i

F

J

メ

ん

一

て

円

陣

ノ

4
y
けハ

M
4
、e
斗
u
コ

白
人
側
に

守
L
～l
t
い
え
事
支
え
述
べ
た
刊
符
で
あ
る
。
「
k
件
そ
り
他
」
は
事
実
を
述
べ
た
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J
V

本

ネ

ムリ

hu

ホ

＊

打
。
ー

日

O
日

川

U

6

3

以lit

G;1ft 

71イに

UU答
を
い

マ
ァ
マ
ワ
闘
争
の
引
象
」
つ
い
て
、
国
ハ
体
的
に
ど
の
よ
う
な
凶
答
が
あ
っ
た
り
だ

今コ
h
n
f
p〈」

f

、
7

マ
ウ
マ
ワ
闘
争
中
f
時
、
ト
代
2
二
十
代
で
あ
り
、
収
キ
i
L

ハ
ト
代
と
七
十
代

の
甲
山
刊
の
回
廿
げ
は

ι下
の
通
り
で
あ
る

ャ
ー
代
男
性

の
聞
い
ハ
円
者
同
ι
名、

ス
ワ
ヒ
J
訟
で
の
凶
お
文
A

名）

マ

ーr

は

ア
ブ
1
ノ
カ
人
心
山
川
を
取
り
出
川
ず
た
め
で
あ
り
、
白
人
を
彼
ら
の

同
に
送
り
返
す
た
め
で
あ
っ
た
わ

－
ア
フ
リ
カ
人
を
体
一
じ
、
戸
、
を
救
コ
た
。

・
仙
州
立
却
下
。

・
マ
ウ
マ
ウ
は
、
と
て
J
G
U

内
J

山
ば
予
れ
て
い
た
男
で
あ
る
ワ
ダ
J

・
よ

J

L
「に
A
I
い
ら

正
組
織
で
丸
山
る
c

切
ら
の
ア
f

な
R
Y
Jは
、
自
分
た
ち
の
習
を
？
一
分
た

ら
が
支
配
で
お
る
よ
弓
に
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
か
一
役
つ
マ
、
独
ー
リ
乞
注
目
以
ず
る
こ
と
で

ゅのうーに〔

・
マ
円
ノ
マ
ウ
ぬ
争
、
二
F

が

P
J

フ
り
カ
人
に
ち
の
凹
か
ら
川
口
人
己
追
い
出
す
こ
レ

成
功
し

λ

コr
当
ニ
ヲ
一
三
円
以

f
一／一
d

こ
、
J

t

毛
主
J
J
b
j
t
f
I
J
J
F
4
f
乙

L
子
J

七
t

i

代
男
同

の
問
符
若
ニ
ー
一
、
ソ
マ
）
訟
を
英
訳
一
一
名
、

・
闘
予
の
こ
な
謹
当
は
、
植
民
泊
こ
ま
品
有
に
侵
略
さ
れ
ぞ
f

白
庁
た
ち
の
よ
泡
J
V
一段
h
u
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一
応
ず
た
め
だ
っ
た
F

・7
、
ゥ
マ
ワ
川
浩
動
は
、
植
民
地
巧
代
に
ず
J

ブ
円
カ
人
山
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
司
人
は
ア
フ
リ
カ
人
を
時
間
し
た

ア
フ
リ
ガ
人
は
攻

ら
れ
て
死
ん
だ
U

ア
フ
り
ヴ
人
は
む
を
投
げ
つ
け
ら
れ
七
〈
ム
ヨ
人
は
f

フ
ー
ヵ
人
心
家
J

デ
焼
い
に
J

ム
つ
人
は

ν
イ
ブ
さ
え
い
二
「
V

持
問

が
増
え
る
と
、

γ

ブ
リ
守
人
の
止
計
者
は
山
に
入
旬
、
白
人
と
戦
っ
た
じ
ア
7

け
カ
人
は
自
分
子
一
ち
の
権
利
の
た
め
に
戦

7γ
ハ
）
肢
に
キ

ク
コ
人
は
ん
－

cの用
J

た
ち
が
／
ン
L

に
人
り
、
／
泊
J

の
わ
め
に
戦
つ
ん
句
、
p

ノ
ン
ー
に
ぺ
勺
つ
ん
は
】
／
汁
ノ
ヴ
人
の
出
万
た
φ

り
の
『
忍
二
円
人

が
恥
て
、
止
で
り
ピ
「
用
心
た
ち
は
r
こ
だ
ぐ
尋
ね
ず
八
。
女
ん
に
ち
が
1

知
ら
な
い

yu
答
え
る
乙
、
千
守
色
を
は
の
前
で
殺
1

J

た
J
K

た
ち
が
特
え
な
い
と
、
子
ど
も
は
最
後
の
一
人
ま
で
附
芥
に
日
の
訴
で
殺
、
己
れ
て
い
う
た
け
我
々
の
泡
域
は
マ
ウ
コ
ム
ノ
闘
勺
に
季
出
L

ヱKJ
っ
こ
o

そ
乃
℃
tm
り

J

7

J

r

h

j

？
っ

ノ
マ
り
人
は
、
ヨ
分
た
ち
の
政
z討
を
作
つ
三
口
一
一
川
一
政
ih
は、

ノ
マ

η
人
の
ト
め
μ

け
に
涜
っ
た
。
非
常

事
態
官
U

小
山
ー
さ
れ
る
ま
で
、

2

7

リ
ヘ
は
円
〉
し
て
他
心
人
ノ
一
一
ア
の
マ
ブ
リ
カ
人
よ
認
わ
り
を
も
三
な
か
f

二人。

ソ
グ
リ
人
は
池
の

フ
フ
リ
虫
色
人
と
別
、
れ
と

自
分
た
ち
ど
け
で
独

υ
し
に
か
っ
た
一

－
J

ウ
マ
ウ
は
独
？
J
U

の
f
め
に
J

司
っ
た
ゾ
ワ
リ
均
入
。
ク
一
ア
の
す
／
J

と
市
の
は
う
で
滑
っ
た
〈

カ
リ
ソ
ム
で
の
人
々
は
マ
山
ノ
一
て
山
ノ
抗
争
に
は
決
し
て
以
ゎ
、
h
な
か
っ
た

ソ
マ
リ
人
は

1
人
に
協
々
し
た
F

ーノマ
J
Eへ
げ
で
て
フ
マ
ラ
用
問

、』

1

ノ

it
－
－
】

E

E

フフノフ＇！0)解ti:闘争「ヰ与

ー
を
殺
宍
し
た
υ

リ
マ
リ
人
は
d、
併
が
何
で
お
る
か
中
知
、
h
な
か
っ
た

ソ
マ
り
人
は
判
が
起
こ
っ
て
い
る
心
か
ス
づ
か
ん
明
か
っ
た

日
入
、
は
r
川
円
分
三
ち
’
V
伺
碍
ω

し
て
い
に
じ
他
口
一
ア
ァ
l

v
刀
人
か
ら
ソ
マ
l
ノ
ヘ
を
見
分
け
る
す
一
心
方
出
は
、
勺
二
三
触
る
と
と
で
あ
る
じ
口
安

が
ソ
7

ト
て
め
れ
ば

町一以
5
れ
な
か
っ
た
J

点、ッ

（筆
F
L
J

地
名
J

c 

人
心
マ
円
7

、
内
閲

t
が
サ
き
た
ま
ま
埋
め
ら
れ
た
こ
U

右
手
え
て
い
る
し

y
y同
h
A
行
け
ば
、
ム
i

人
の
マ

マ
ヴ
間

ど
ウ
マ
ウ
悶
J
d

幻
時
代
を
怪
駁
L
た
ふ
む
の
男
性
心
回
答
か
仏
？
わ
か
る
こ
と
は
、

マ
ウ
マ
内
闘
予
は
筑
政
闘
争
2
4め
っ
た
い
一
と
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Amw
ソ
マ
り
人
人
い
い
↑
て
山
ノ
マ
ウ
ド
抗
争
L

協
力
し
な
か
コ
だ
こ
と

汁
人
、
り
夜
虐
’
打
為
心

点
で
あ
る
）

た
ピ
し
、
ゴ
人
に
協
U
Lた
J

い
3

て
も
、
決
し
て
2

ノ
マ
リ
人
は
い
和
民
地
主
義
一
昨
是
認
し
て
い
に
わ
け
で
は
h
b
V

つ
に
。
す
り
ッ
サ
り
卜
円
山
川
村
主
経
験
し
、
吋
JF
に
疎
外
感

：
、
〉
了
、

〔
1
v
r
4！
P
Y
A
－
寸
ん
乙
づ

fえ

図
つ

民
ろ

rnu:aミIlo＇仁（3・ I 3f只1ll'＇ワ：：：ooc

一
ア
政
府
の
ヰ
収
旧
い
る
キ
ク
コ
人
が
中
心
T

／～とっ
h

マ
ウ
7

ワ
闘
争
を
t
ん
持
し
て
い
ー
に
こ
と
h
筆
者
二

ペ

J
h
」ふいJ
Y
 
竿
者
心
二
の
疑
問
に
対
ぃ

あ
？
ハ
十
代
品
川
λ

の
ノ
マ
パ
人
は
次
の
ど
引
に
説
明
し
て
く
れ
た
J

「
ポ
ド
一
ー
は

イ
ギ
リ
ス
ロ
悩
ぃ
γ
J
た
が
、

イ
ギ
リ
ス
の
他
民
他
で
い
る
こ
と
が
株
だ
ワ
た
か
ら
、

マ
ウ
マ
－
ノ
闘
苧
を

4
の
で
は
支
持
、
亡
し
い

ー～一一一示、
J

J
f
l
J
I
f
－－ 

i
b
～
令
主

j

；
 
独
立
後
は
ケ
二
ア
で
は
な
く

ノ
ア
川
ノ
ア
り

η
h
f
て
ふ
り

p
n
つ
九
二
一

F

－

c

t

f

h

j

J

7

J

一

ぞ
れ
F

に
は

マ
ウ
マ
ウ
闘
勺
ー
‘
は
、

ソ
マ
j
人
心
「
牛
き
令
た
め
の
ル
ヲ
？
ノ
ぐ
な
り
え
る
だ
ろ
う
か
」
も
う

持け
1
パ

U
」山片九二
F

（
土
匂
ま
て

グ
ウ
マ
ウ
球
争
は
回
答
者
ひ
ら
以
倒
的
伝
よ
お
か
ち
合
え
日
ず
に
川
る
n

学
校
教
育
β

普
及
す
れ
ば
、
ム
マ
佼
？
な
d

、

ウ
グ
ウ
湖
争
zぜ
州
m
d
苅
争
と
受
け
取
る
世
代
U
M
続
く
υ
、
ろ
う
。

マ
ウ
マ
ウ
流
下
に
刻
し

の
あ
る
目
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